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１．研究計画の概要 

(1) マルチユーザ検出の研究 スループット
向上のため，マルチユーザ検出によるパケッ
ト分離を検討する．更なる改善のため，ARQ

等の再送制御や適応変調を導入し，同一チャ
ネル干渉条件下での性能維持のために，送信
プリコーディングや干渉キャンセラの検討
を合せて行う． 

(2) スケジューリングの研究 マルチユーザ
検出を前提にしたスケジューリング制御を
検討する．具体的には，スケジューリングを
拘束条件付き非線形最適化問題ととらえ，そ
の解法アルゴリズムを検討する．さらに，ス
ケジューリングで必要となる伝送路情報を
効率的にフィードバックする手法や，基地局
がスケジューリングを自律分散的に行う場
合を想定し，自律分散アルゴリズムを検討す
る．また，時変動チャネルに追従するため，
伝送路情報の予測アルゴリズムについても
検討する． 

(3) 室内実験系の構築 マルチFPGAボード
による室内実験系を構築し，検討したアルゴ
リズムの動作実験を行い検証する． 

 

２．研究の進捗状況 

(1) 同一チャネル干渉条件下でのMIMO-OFDM

移動通信・下り回線において，基地局で最小

BER規範プリコーディングを行い，移動局で干

渉を抑圧する空間フィルタと最尤検出を用い

る伝送方式を想定し，プリアンブルとして

Zadoff-Chu系列を用いたチャネル推定法を検

討した．  
(2) 送信プリコーディングで必要な伝送路
情報を，より尐ないシンボル数でフィードバ
ックできるアナログ方式を検討した．提案す
るアナログ・フィードバック方式は，移動局

で推定した下り回線のチャネル周波数応答
を，従来のアナログ・フィードバック方式と
異なり，(i)多重せずにアナログ信号として
送信する．さらに(ii)推定精度を向上させる
ため log 圧縮を導入し，(iii)送信プリコー
ディングに必要な SNR も合わせてフィード
バックする． 

(3) 再送されたパケットを合成しながら，多

重されたパケットを分離するマルチユーザ検

出 (MUD) において，更なるスループット改善

のため，最大事後確率 (MAP) 推定に基づき，

復号器の出力であるビット対数尤度比 (LLR) 

を用いることで最尤検出を MAP 検出に拡張

したターボマルチユーザ検出 (T-MUD) を提

案した．また，スループットをさらに改善す

るため，初送のとき以外，多重されるパケッ

ト数を増加させる適応多重制御を導入した． 
(4) 移動通信の上り回線において，インター
リーブ分割多重 (IDM) と適応リソース割り
当てを適用した MIMO-OFDM インターリーブ
分割多元接続 (IDMA) を提案した．提案方法
では，全サブキャリアを複数のリソースブロ
ック (RB) に分割し，IDM は同一の RB にイ
ンターリーバのみが異なるストリームを多
重する．この IDM を各ユーザに対して適用
することで，伝送レートを一定としたまま使
用する RB 数を減らすことができる．また，
適応リソース割当により，各ユーザの SINR 
を向上させ，高スループット化を目指す．  

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している． 

（理由）マルチユーザ検出及びスケジューリ
ングについては，計算機シミュレーションに
よる検討が進んでいる．しかしながら，室内
実験系の構築については，アルゴリズムのイ
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ンプリメンテーションに時間がかかり，計画
よりも遅れ気味である． 

 

４．今後の研究の推進方策 
まずは，マルチユーザ検出とスケジューリ

ングのアルゴリズムについて計算機シミュ
レーションによる検証を早急に済ませ，FPGA
ボードへの移植作業の時間短縮を図る． 
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